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気管挿管を行わず吊り上げ式腹腔鏡下胆嚢摘出術を
施行した遺伝性血管浮腫の１例
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遺伝性血管浮腫 (hereditary angioedema: HAE)は補体














症例 1：患者 58 歳 , 女性。  
主訴：腹痛  
既往歴：急性胆嚢炎 58 歳、3 型糖尿病 54 歳より
加療中。高血圧症 54 歳より加療中、帝王切開 3 回。  
43 歳の時に自己免疫性疾患によるものと思われる
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気管挿管を行わず吊り上げ式腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した遺伝性血管浮腫の 1 例 
 





ただし、補体 C4 の低下は認めている。次女は HAE を





入院時身体所見：身長 154cm、体重 64kg 腹部は平坦
軟、心窩部に圧痛あり。反跳痛なし。下腹部正中に帝
王切開による手術痕を認めた。  
入院時血液生化学検査所見：白血球が 11,700/μ l と
上昇を認めたが CRP は 0.80mg/dl と低値であった。肝







た (図 1)。  
 
 
                         
   















1,500 単位投与した。脊椎麻酔は L4/4 から高比重 0.5%
ブピバカイン塩酸塩水和物注射薬 4ml とフェンタニル
注射薬 15μg を投与した。硬膜外麻酔は、T9/10 から
チュービングを行い、0.475%レボブピバカイン塩酸塩
















持して胆嚢を腹側に吊り上げた (図 4)。  
 
 
図 3.西井式開創器  
 
図 4.腹腔内所見  
心窩部と右肋骨弓下、鎖骨中線上に 5mm ポートをそれ
ぞれ挿入し、術者用とした。麻酔時間は 4 時間 6 分。
手術時間は 3 時間 45 分で出血量は少量であった。摘出
した胆嚢は 56mm×43mm で、壁が肥厚しており、内腔
に 9 個の混成石を認めた (図 4)。  
東口 貴久 ほか 
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に 関 連 す る 所 見 の 可 能 性 が あ っ た 。 ま た 、
Rokitansky-Aschoff 洞は少数であった (図 5)。  
  









遺伝性血管浮腫 (hereditary angioedema: HAE)は補体
第 1 成分阻止因子 (C1-inhibitor:C1-INH)の先天的欠損
あるいは機能不全により皮膚や粘膜の深層に反復性、
一過性、限局性に生じる浮腫を特徴とする常染色体優
性遺伝性疾患である 1,3)。疫学的には 5 万人に 1 人との
報告が多い。診断基準は HAE ガイドライン 6)に遺伝性
血管浮腫を疑う皮下、あるいは粘膜下浮腫や消化器症




には HAE1 型、HAE3 型および HAE4 型が存在し、
C1-INH 定量 (保健適応外 )および C1-INH 活性（保健適
応）を測定することで診断できる。C1-INH 活性の低値












C1-INH 補充療法、さらに 3 度目の C1-INH 補充療法の
準備をしておくこととされている 6)。長期的予防には
トラネキサム酸やダナゾールが使用される 6,11)。  
 今回、我々は HAE を合併した急性胆嚢炎に対し待
機的手術として吊り上げ法による腹腔鏡下胆嚢摘出術
を施行したが、HAE ガイドラインを参考に血管浮腫の


































一方で、HAE ガイドラインによると HAE を疑う症候
としては、皮下浮腫、粘膜下浮腫以外に、腹痛、嘔気・
気管挿管を行わず吊り上げ式腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した遺伝性血管浮腫の 1 例 
 







腹部手術を行った症例は帝王切開 3 例 17,18)、低位前方
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